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           自然に関する住民意識（都市と農村との比較）
                                   石 田 正 次
調査地：長野県 高遠町（408人），   東京都 世田谷区（420人）
1．高遠と世田谷で差の少ない質問
   遊びに行きたい所：海＞山＞湖＞森
   散歩に行きたい所：自然＞公園〉商店街＞住宅街
   望ましい公園：森や林＞池や流れ＞芝生や花壇＞スポーツ施設
   「みどり」という言葉からの連想：森林
   森林で心ひかれるもの：四季の変化
2．高遠と世田谷でやや差のある質問
   rみどり」の利用：世田谷→散歩，高遠→心のやすらぎ
   世田谷→人手の加わわらない自然，高遠→人手の加わった自然（男女差も）
   r森林の維持に人手は必要」（但し差は縮まる）
3．高遠と世田谷で欠きた差のある質問
   r野草摘み，山菜とり，きのこ狩りにでかけるか」
   r身のまわりのみどりに満足か」
観念的な質問での差は少なくなった（マスコミの影響P）
森林の役目：木材の生産よりは生活環境の保全（森林所有者も）
意識と行動の差（世田谷での公園調査）
